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釧路湿原における繁殖期の鳥類センサス調査について
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はじめに
　釧路湿原における鳥類調査の歴史は、釧路湿原総
合調査(1975)から始まったといっても過言ではない。こ
の調査結果はラムサール条約の登録や釧路湿原国立
公園設立に向けた重要なデータの一つとなっている。
筆者が2019年にまとめた釧路湿原鳥類目録の文献リス
トを参照すると、1980～90年代の文献が多く、条約登
録にあわせた調査や、国立公園設立前後の調査が活
発であったことが分かる。2000年代前半までは比較的
報告されていたが、その後はあまりまとまった鳥類調査
はされていないようにみられた。
　湿原とは、沼地や河川沿いなどにおいてヨシやスゲ
が広がる湿性環境をイメージしやすいが、周囲の丘陵
地は湿原へ湧き水を供給する役割があり、また湧水地
の周囲は湿性環境が広がっているため、丘陵地は湿原
を構成する重要な環境の一つである。よって、釧路湿
原の環境変化を把握するためには周囲の丘陵地のセ
ンサスも必要だが、過去の文献を参照すると、単発の
観察記録程度で鳥類センサス記録は乏しかった。
　そこで本稿では、釧路湿原において過去に踏査記
録の無い地点及び過去に記録があったものの、その
後長期間記録が無い地点を中心に繁殖期のセンサス
を行い、現在の鳥類相を明らかにすることを目的とした
（過去の鳥類相との比較は別論文にて議論予定）。

調査地・方法
　調査地は計10地点を抽出し、2020年から2023年の
６月から７月にかけて実施した。複数回実施した調査
地もあったが、基本は１回のみのセンサスとした。セ
ンサスの種類はスポットセンサス（１回あたり30分間）
とルートセンサス（時速1～2km）を併用した。スポッ
トの位置やルートセンサス幅について、過去に実施さ
れた調査地であれば踏襲し、そうでない調査地はルー
ト上の最初と最後でスポットセンサスを半径50m内と
外で、ルートセンサスは片側50mとしてその範囲内と

外を記録した。種の同定は、目視と聞き取り及び撮影
で、目視は8～10倍の双眼鏡、撮影は一眼レフカメラ
（500mmレンズにて）や高倍率ズーム可能なデジタル
カメラにて行った。記録方法は、出現した種とその個
体数を用紙へ記入した（成鳥と幼鳥の区別は行わな
かった）。また、複数回実施した同じ調査地のセンサ
ス結果において実施月や踏査距離、センサス幅が同じ
ものは合計し、その平均値をセンサスの結果とした。
次に、各調査区のセンサス内におけるha当たりの個体
数(ha/n)を算出して各種の生息密度、センサス内におけ
る相対優先度(d:dominance)を算出し、調査区間の違
いを議論した。調査地点やルートについては図1を参照
したい。また、調査地の概要は次の通りである。

【タイプ：丘陵地】
《1．キラコタン岬》新規
広域基幹林道宮島線からキラコタン岬へ向かう散策
路を踏査。スタートは林道入口から50mほど入ったあ
ずまやからとした。
日時：2020年6月3日午前3時48分～5時46分　天候：
曇り　踏査距離：1.6k m　ルートセンサス幅：50m　
環境：広葉樹林、所により湧水地、笹原
《2．達古武沼沿い》新規
スタートは国道391号線から1.5kmほど林道を進んだ
地点からとし、湖畔から夢が丘展望台までの散策路を
踏査。
日時：2022年6月17日午前4時4分～6時27分　天候：
晴れ　踏査距離：3.0k m　ルートセンサス幅：50m　
環境：主に広葉樹林内を踏査、所により湧水地、ハン
ノキ林
【タイプ：湿原】
《3．コッタロ湿原》
道道1060号線上において、コッタロ湿原展望台から二
本松展望台前の橋までを踏査。
(A)
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日時：2020年6月9日午前3時42分～6時12分　天候：
曇りのち晴れ　踏査距離：3.5km　ルートセンサス
幅：50m
(B)
日時：2021年7月10日午前4時13分～7時51分　天候：
曇り
日時：2021年7月11日午前4時9分～7時45分　天候：雨
ときどき曇り
踏査距離：3.5km　ルートセンサス幅：25m　環境：ヨ
シスゲ湿原、河畔林、河川
《4．久著呂川》
スタートは久著呂川とオンネナイ川との合流点から
800mほど上流の橋からとし、下流へ向かって久著呂川
沿いを踏査。
日時：2020年6月17日午前4時7分～6時43分　天候：
小雨　踏査距離：3.0km ルートセンサス幅：5 0 m　
環境：ヨシスゲ湿原、ハンノキ林、河畔林、河川
《５．下仁々志別牧草地跡》新規
スタートは道道666号線と牧草地跡の砂利道との交差

点からとし、牧草地跡内にある砂利道を踏査。
日時：2022年6月18日午前4時9分～6時51分　天候：
晴れ　踏査距離：3.5km　センサス幅：50m　環境：
ヨシスゲ湿原、一部草地、河川
《６．鶴居軌道跡北斗側》
スタートは釧路湿原道路と鶴居軌道跡との合流点と
し、軌道跡の砂利道を踏査。
(A)
日時：2020年6月2日午前3時32分～5時58分　天候：曇
り～雨　踏査距離：4.0km　ルートセンサス幅：50m
(B)
日時：2022年7月9日午前3時50分～7時5分　天候：曇り
日時：2022年7月24日午前3時45分～7時32分　天候：曇り
踏査距離：2.0km　ルートセンサス幅：25m　環境：ヨ
シスゲ湿原、ハンノキ林
《７．釧路阿寒自転車道・北斗～鶴野間》新規
スタートは道道835号線（釧路阿寒自転車道）と道道53
号の交差点とし、釧路湿原道路との交差点までの区間
を踏査。

図1.　釧路湿原の鳥類センサス調査地

貞國　利夫
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表1. 調査によって確認できた鳥類リスト
( 種名の並びは日本鳥類目録改定第 8版に準ずる)

日時：2023年7月8日午前3時59分～8時24分　天候：晴れ　
日時：2023年7月9日午前4時1分～8時34分　天候：霧の
ち晴れ　踏査距離：2.6km　ルートセンサス幅：50m
環境：ヨシスゲ湿原、河畔林、河川、一部牧草地
《８．釧路湿原道路安原付近》
スタートは新釧路川右岸通と釧路湿原道路との交差点
とし、歩道を北西へ踏査。
日時：2022年6月12日午前3時51分～6時50分　天候：曇り
ときどき雨　踏査距離：3.5km　ルートセンサス幅：25m
環境：ルート上の北側はヨシスゲ湿原とハンノキ林、南
側は湿原に戻りつつある牧草地
《９．新釧路川左岸堤防》
スタートは釧路湿原道路と新釧路川左岸堤防との交差
点とし、堤防道路を北へ踏査。
日時：2020年6月10日午前3時34分～5時51分　天候：霧と
きどき曇り　踏査距離：3.0km　ルートセンサス幅：50m
環境：ヨシスゲ湿原、ハンノキ林
《１０．武佐川・別保川堤防》新規
スタートは別保川沿いの堤防道路と鉄道路の交差点。
堤防道路上を反時計回りに歩くルートとし、途中道道
113号線を超えつつ、武佐川と鉄道路の交差点をゴール
とした。
日時：2022年6月9日午前3時45分～6時58分　天候：曇
り　踏査距離：3.3km　ルートセンサス幅：50m
環境：ヨシスゲ湿原、河畔林、河川

調査結果
　10地点のセンサスを行い、計65種類を確認すること
ができ、林を中心に生活する鳥は28種（全体の43%）、
湿原を中心に生活する鳥は9種類（全体の14%）だった
（表1）。また、各センサス結果の詳細は表2の通りであ
る。主な環境区分として【タイプ：丘陵地】で分けた2地
点において、最も優先度が高い種類はセンダイムシクイ
であり、ついでビンズイ、アオジ、ハシボソガラス、シジュ
ウカラが続いた。センダイムシクイのha当たりの個体数は
キラコタン岬の0.8が最大であった。優先度は低いが、オ
オルリやコルリ、メジロなど森林域を好むとされる鳥類
も確認できた。また、湿性環境を好むとされるコヨシキ
リ、ノビタキ、ウグイスらは確認できたが優先度は低かっ
た。次に、【タイプ：湿原】で分けた8地点でみると、上
位で確認されたのはコヨシキリ、ノビタキ、ウグイス、セ
ンダイムシクイ、アオジがみられ、コヨシキリとノビタキに
ついては30％を超える地点もあった。コヨシキリは釧路
湿原道路沿い安原付近にてha当たり1.7個体、ノビタキ
は鶴居軌道跡北斗側にてha当たり2.9個体が最大値で
あった。逆に、タイプ：丘陵地でみられたビンズイやシ
ジュウカラなどは確認できなかったか、できてもセンサス
の範囲外であった。

釧路湿原における繁殖期の鳥類センサス調査について
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表 2-1.キラコタン岬のセンサス結果

表 2-2. 達古武沼沿いのセンサス結果

表 2-3a.コッタロ湿原（A）のセンサス結果

表2-3b.コッタロ湿原（B）のセンサス結果（2回分の合計値として）

貞國　利夫
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表 2-4. 久著呂川のセンサス結果

表 2-5.下仁々志別牧草地跡のセンサス結果

表 2-6a. 鶴居軌道跡北斗側 (A)のセンサス結果

表 2-6b. 鶴居軌道跡北斗側 (B)のセンサス結果

釧路湿原における繁殖期の鳥類センサス調査について
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表 2-7. 釧路阿寒自転車道（北斗～鶴野間）のセンサス結果
（2回分の合計値として）

表 2-8. 釧路湿原道路安原付近のセンサス結果

表 2-9. 新釧路川左岸堤防のセンサス結果

表 2-10. 武佐川・別保川堤防のセンサス結果

貞國　利夫



37

考察
　今回の調査で新しく記録された種類は無かったが、
丘陵地も含めた釧路湿原における繁殖鳥類のリスト
化を行うことができたとみられる。表１の鳥類リストの
中で、湿原を好む鳥よりも林を好む鳥の種類の方が多
かったが、これは踏査ルート上に河畔林が含まれる調
査地が多かったため、それらを利用する鳥がよく記録さ
れた可能性が考えられる。以下、【タイプ：丘陵地】と
【タイプ：湿原】で注目された点について述べる。
【タイプ：丘陵地】
　キラコタン岬はハシブトガラス、カラ類の優先度が
高く、合わせて20%近くとなり、達古武沼沿いにおいて
は40%を超えていた。また、両地点ともセンダイムシクイ
の優先度が15%を超え、鳥類センサスの結果は森林の
環境を反映しているとみられた。また、湿性環境を好む
コヨシキリやシマセンニュウなどがいないわけでなく、
センサスの範囲外であればカウントされていた。今回は
比較的歩きやすい散策路を利用したが、踏査ルートに
よってはそれらの鳥が反映されたかもしれない。環境は
疎林であるため、今後遷移していけばアカハラのような
さらに森林を好む鳥類が増えると考えられる。
【タイプ：湿原】
　全体的にコヨシキリの優先度が一番高い地点が多
く、特に「釧路湿原道路沿い安原付近」と「新釧路川
左岸堤防」は30%前後もあった。釧路湿原の中でも下
流域であり、河跡湖や河川に近く広大なヨシ原が広
がっていたため、コヨシキリの繁殖に適した環境だと思
われる。
　「武佐川・別保川堤防」については既存文献がな
い地点で注目していた。優先度順はノビタキ、カワラヒ
ワ、アオジであり、コヨシキリは6%程度だった。ノビタ
キやカワラヒワは湿原よりも乾いた草地や農耕地でよ
く観察される（藤巻1996,2023）。調査地は河川に挟ま
れているとはいえ堤防と道路に囲まれていることから、
比較的乾燥気味の湿原であり、ホザキシモツケやヨブ
スマソウ、所によってはオオイタドリなどがあったことも
この結果を反映しているとみられる。ただ、センサス外
ではあるが、湿原を好むマキノセンニュウが記録され
た地点もあり、ところによっては良い湿地が残されてい
るとみられる。
　「下仁々志別牧草地跡」の特徴としては、オオジシ
ギの優先度が約10%と全調査地の中で最も高いことで
ある。ここは湿原を牧草地化した後放棄され、湿地へ
戻りつつある場所で、ホザキシモツケなどの低木もみ
られるが、全体的には湿った草地が広がっていること
が、オオジシギにとって良い環境なのだと考えられる。
　近年マキノセンニュウの減少が危惧されている（藤
巻2011）が、「釧路湿原道路沿い安原付近」は優先度

が5%を超え、ha当たり0.4個体と筆者の知る限り釧路湿
原において最も密度が高い場所である。特にセンサス
ルートの北側が顕著に記録された。植生が中層湿原で
あるため、スゲ類が多くヨシはまばらなため、マキノセン
ニュウが好む環境が広がっているためと考えられる。
　最後に、「タイプ：湿原」を踏査していても、センダイ
ムシクイやウグイスなど、林や藪を好む鳥の優先度が一
番高い地点が複数あった。本来であれば、コヨシキリ
やシマセンニュウなどの湿性鳥類が優先するはずであ
る。今回は過去との比較は実施しないが、湿原の水位
低下や土砂流入などにより、湿地の乾燥化を反映して
いる可能性があり、今後も継続的に同地点を調査して
いくことで、鳥類から環境の変化を探ることができると
考えられる。
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